
ECS 判定・記録シート
覚醒定義・100L〜300・刺激条件を 1 枚で確認できる A4 記録用紙

患者 ID 評価日

評価者 場所

固定条件 / 評価前確認

項目 記入

体位 / 場所

刺激部位・方法

鎮静 / 挿管

左右差・補足

ECS 判定チェック

区分 コード 判定の要点 □ 記録メモ

Ⅰ桁 1 見当識あり

Ⅰ桁 2 見当識なし / 発語なし

Ⅱ桁 10 呼びかけで覚醒

Ⅱ桁 20 痛み刺激で覚醒

Ⅲ桁 100L 痛み部位へ持っていく / 払いのける

Ⅲ桁 100W 引っ込める / 顔をしかめる

Ⅲ桁 200F 屈曲（脇を閉める）

Ⅲ桁 200E 伸展

Ⅲ桁 300 動きなし

本日の ECS 判定時刻 再評価予定 / 条件固定

所見 / 申し送りメモ

比較メモ

ex) 昨日 20 → 今日 100W
ex) 右 > 左、爪床圧迫 3 秒
ex) 鎮静あり / 挿管中

自由記載
ex) 刺激条件、左右差、瞳孔、呼吸、次回比較条件
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